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要 旨

大学入学予定者の不安解消を目的とした SNSの構築

竹内　雄人

大学への入学が決まっている高校生には大学生活への不安や疑問を抱えている場合が多

い．例えば，大学の講義に関する不安や，寮など大学生活に関する疑問が挙げられる．この

ような不安や疑問を解消することで，高校生は安心して入学できるだけでなく，入学までの

モチベーションを維持させることができる．現在，高校生から不安や疑問を相談する場所と

して，メール・電話で行う方法がある．しかし，この方法は入学前のため質問を送りづらい

と言う問題がある．また，現在所属している高等学校の教員に聞く，掲示板などに相談する

などの方法もあるが，正しい情報を得ることができない場合が多い．そのため，高校生と大

学関係者（教職員，在学生）間，高校生同士の情報交換から不安や疑問を解消する新しい環

境を構築することは有効といえる．

本研究では本学合格者の不安や疑問を解消することを目的としたシステムを設計，構

築する．その際，人間同士のコミュニケーションを補助することに特化した SNS(Social

Networking Service) を利用してこの問題を解決することを提案し，システムの構築を行っ

た．

構築後は実際に運用を行い，システムの有効性を確認した．

キーワード SNS 高校生 不安解消　入学前支援　
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Abstract

Development of SNS that can provide relief for matriculated

people

Yuto TAKEUCHI

Many matriculated people have worries and questions to university life. For example, ma-

triculated person has worry to lectures, questions to dormitory life and so on. By solving these

worries and questions, the matriculated people can enter university with relief. Moreover, the

matriculated people can motivate to enter university by solving these worries and questions.

In the present, for solving worries and questions, the matriculated person can send e-mail to

university, ask to high school teachers or post to BBS. However, it is difficult for matriculated

people to take these solutions. Because the matriculated person is still external people of uni-

versity, it is not easy to send e-mail. In addition, it is not always that high school teachers

or BBS have correct answer for the question about the university. Therefore, it is necessary

to provide the environment that can share university informations between the matriculated

people and university insiders. Moreover, it is also necessary to share university informations

between each matriculated people.

In this study, we develop the environment that can provide relief for matriculated people.

As a method,we introduce SNS(Social Networking Service) into the university. SNS generally

supports making human relations for each SNS user. This SNS has the funciton to share uni-

versity informations for matriculated people.

Currently, we are serving this SNS to the matriculated people and university insider. As a

SNS’s log, we evaluated this SNS and conformed this SNS’s effectiveness.

key words SNS, high school student, provide relief, support before matriculated

people
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第 1章

はじめに

大学への入学が決まっている高校生には大学生活への不安や疑問を抱えている場合が多

い．例えば，大学の講義に関する不安や，寮など大学生活に関する疑問が挙げられる．この

ような不安や疑問を解消することで，高校生は安心して入学できるだけでなく，入学までの

モチベーションを維持させることができる．現在，高校生から不安や疑問を相談する場所と

して，メール・電話で行う方法がある．しかし，この方法は入学前のため質問を送りづらい

と言う問題がある．また，現在所属している高等学校の教員に聞く，掲示板などに相談する

などの方法もあるが，正しい情報を得ることができない場合が多い．そのため，高校生と大

学関係者（教職員，在学生）間の情報交換を補助する場を提供することは不安解消のために

は有意義である．

そこで，本研究では本学合格者と本学関係者との情報交換に特化した SNS（Social

Networking Service）の構築を行う．SNSとは，社会的ネットワークをインターネット上で

構築するサービスのことであり，人間同士のコミュニケーションを補助する場である．本研

究では，SNSを新たな人間関係の構築よりも，正しい情報交換の場として，不安や疑問を解

消するために必要な機能を検討し，実装を行う．実装後は，実際に本学合格者と本学関係者

を招待し運用を行っている．
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第 2章

研究の背景

2.1 不安や疑問を解消ために必要な環境

大学への入学が決まっている高校生は大学生活への不安や疑問を抱えている場合が多い．

例えば，「大学の講義に付いていけるのか」，「大学に入学するまでに学んでおけばいいことが

わからない」という不安や疑問を持っている．学習に関すること以外でも，「アルバイトと学

習の両立はできるのか」，「同じ新入生と仲良くなれるのか」といった寮や学生生活に関する

不安や疑問も挙げられる．こういった不安は，高校生が大学生活を知らないことが原因と考

えられる．そのため，大学生活に関する質問を行うなど大学生活を知ることができる環境を

作る必要がある．

不安や疑問を解消するために必要な環境としては，「大学関係者（教職員，大学生）へ質問

を行う」「大学関係者の大学生活体験を聞く」「高校生同士で意見交換をする」の 3つがあげ

られる．

「大学関係者（教職員，大学生）へ質問を行う」では，大学生活を送っている大学関係者

に質問をして回答してもらえる環境が必要である．さらに，すべての質問に対して特定の

人物だけが答えるのではなく，その質問に一番理解ある人物が回答するのが望ましい．例え

ば，授業料に関する質問は職員，講義内容に関する質問は教員・学生，サークルに関する質

問はそのサークルに所属する学生が答えるとより正しい情報となる．

「大学関係者の大学生活体験を聞く」では，高校生からの質問がなくても，実際に生活を

している大学関係者から正しい情報を伝える環境があれば，不安や疑問の解消にも繋がる．

講義紹介や普段の生活の紹介の他，大学に入学して変わったことなどを大学関係者から発信
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2.2 本研究の目的

する．

「高校生同士で意見交換をする」では，入学後に同級生となる高校生同士で情報交換を

行い，お互いを知る環境も必要となる．入学前に情報交換を行うことで，入学後のコミュニ

ケーションの手助けを行うことで「同じ新入生と仲良くなれるのか」といった不安減少に役

立つ．また，同じ立場の人の悩みを聞くことでも不安や疑問の解消を行う．

2.2 本研究の目的

現在行われている不安や疑問の解消法としては，高校生から大学へ質問をメール・電話で

行う方法がある．しかし，この方法は入学前のため質問を送りづらいと言う問題がある．ま

た，現在所属している高等学校の教員に聞く，掲示板などに相談するなどの方法もあるが，

正しい情報を得ることができない場合が多い．その他，オープンキャンパスや学校説明会と

いったイベントで正しい情報を聞くことができるが，参加できない高校生も存在する．

そこで，高校生の不安や疑問の解消を解消するために，新しく不安や疑問を解消ために必

要な環境を構築することが必要となる．高校生と大学関係者間，高校生同士で情報交換を

行う環境を作り，不安や疑問を解消することで，高校生は安心することができ，大学への興

味を湧かせることができる．また，入学前に高校生同士でコミュニケーションをとることに

より入学後のコミュニケーションの手助けとなる．これらのことにより入学までのモチベー

ションを維持させることが期待できる．

本研究では，SNS （Social Networking Service）を用いて情報交換を補助する環境を構

築する．SNSを用い，本学合格者と本学関係者間，本学合格者同士で情報交換を行い，不安

や疑問を取り除くことを目的とする．
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第 3章

SNS を用いた高校生と大学関係者

の情報交換

3.1 SNSの利用

SNS とは，社会的ネットワークをインターネット上で構築する会員制のサービスのこと

であり，人間同士のコミュニケーションを補助する場である．SNSでは，コミュニティで他

人と意見交換することや，知人だけでなく他人の日記を読むなど，人間関係を広げるための

様々な機能が用意されている．代表的な SNSとして，日本国内では約 2000万人（2008年

12月現在）が登録している「mixi」がある [1]．近年では大規模な SNSだけでなく，四国の

大学関係者間によるコミュニケーションを支援する「さとあい」や，熊本県八千代市に関係

のある人たちが集まり交流や情報発信を行う SNSである「ごろっとやっちろ」など学校や

地域，企業内限定で活用されている SNSが増えてきている [2][3]．

高校生が大学生活を知る方法として，高等学校の教員に聞く，掲示板を見る方法がある．

しかし，2.2節で述べたように，質問に対する敷居の高さや情報の信頼性の問題がある．し

かし，SNS は会員制であり，本学関係者と本学合格者のみを会員とすることで，実際に大

学生活を過ごしている大学関係者から正しい情報を得られることが期待できる．また，SNS

は様々な機能があることから，質問専用の環境も作ることができ，メールや電話では大袈裟

に思える質問も，気軽に相談できる．このようなことから，不安や疑問を取り除く環境作り

において，SNSの利用が有効であると考えられる．
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3.2 一般の SNSの機能

3.2 一般の SNSの機能

一般に使用されている SNSの多くは，友人や知人間のコミュニケーションを補助するだ

けでなく，同じ目的・趣味を持つ人物や「友人の友人」など自分とは直接関係の無い他人と

の繋がりを通じて新たな人間関係を築いてもらうことを目的としている．一般的な SNS に

は以下の機能がある．

• マイフレンド機能

自分の友人・知人や SNSで知り合った人同士で登録し合う

• コミュニティ機能

コミュニティに参加することで，同じ趣味を持った人などと情報交換や交流をすること

ができる．また，同じ趣味を持った人と知り合うこともできる

• 日記機能

自分の日記を指定した範囲内で公開する．また，友人の日記や公開されている他人の日

記を読み，コメントを残すことにより，日記を書いた人物と情報交換や交流を行うこと

もできる

• メッセージ機能

同じ SNS に登録している人とメッセージ交換を行う．SNSでは，相手のメールアドレ

スを知らなくてもメッセージ交換が行える

• あしあと機能

日記などへの訪問者履歴を表示する

• 紹介文機能

マイフレンドとなっている人の紹介をする

• レビュー機能

本や音楽に対して意見や感想を書き，公開することができる

• ランキング機能

訪問者数のランキングや，コミュニティ参加人数ランキングを表示する
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3.3 本研究の SNS

また，参加者の関係において一般の SNSは，以下の 3点が考えられる．

• 友人や知人の関係

SNS を使う前からすでに実際に会ったことがあるリアルな関係で，お互いの近況報告

などに SNSを用いる

• 他人からリアルな関係へ

SNSを使う前は実際に会ったことの無い関係であったが，SNSを通じて知り合い，リ

アルな付き合いへ発展する

• SNS内のみの関係

SNSを使う前から実際に会ったことの無い関係で，SNSを通じて知り合ったが，リア

ルな付き合いへ発展せず，そのまま SNS内でのみコミュニケーションを行う

人間関係の例として，SNSを利用するまで他人同士であった参加者同士が，共通の音楽の

コミュニティを通して知り合うことが考えられる．知り合った後は，その音楽のライブに一

緒にいくことでリアルな付き合いへ発展したり，SNS内のみコミュニケーションで終わる場

合もある．

3.3 本研究の SNS

本研究の SNSは，本学合格者同士や，本学在学生と本学合格者など，入学後にリアルな

関係となることがわかっている者同士の情報交換のため，新たな人間関係の構築は目的とし

ない．また，本研究の SNSでは，特定の人のみで情報の共有を行うと，本学合格者の不安

解消・入学後のコミュニケーションに差が出てしまうため，すべての情報を参加者全員に閲

覧可能とする．そのため，自分の友人・知人や SNSで知り合った人同士で登録し合うマイ

フレンドの概念を用いない．同様の理由で，全参加者は初期状態からすべてのコミュニティ

に参加し，退会も行えないようにする．
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第 4章

SNS の設計

本章では，3.3節で述べたことを考慮し，SNSの設計を行う．

4.1 システムに必要な機能

本研究では，本学合格者と大学関係者間，本学合格者間同士の情報交換を行う．情報交換

の方法としては，参加者同士が双方向で情報を交換する方法と，一方的に情報を伝える場合

がある．本研究では，参加者同士が双方向で情報を交換する方法としてコミュニティ機能と

メッセージ機能を，一方的に情報を伝える場合では日記機能とアンケート機能が必要とな

る．

また，本研究に必要ない機能は削除を行う．3.3節で述べたように，特定の人のみで情報

の共有を行う事態を避けるため，マイフレンド機能の改良を行い，招待時に全員とマイフレ

ンド状態になるようにしている．これにより，本研究の SNSでは表面上ではマイフレンド

という概念を無くしている．また，紹介文機能は人間関係の構築のために使用されることが

多く，本研究の目的とそぐわないので使用しない．

4.2 コミュニティ機能

コミュニティ機能は，本学合格者からの質問やそれに対する回答，本学関係者による大学

生活・施設の紹介，本学合格者同士の雑談・相互理解などに使用する．一般の SNSでは，コ

ミュニティへの書き込みを行えるのはコミュニティ参加者のみで，更にコミュニティの最新

情報もコミュニティ参加者にしか知らされない．しかし，3.3節で述べたように本研究では
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4.3 日記機能

すべての情報を参加者全員に閲覧可能とするため，コミュニティへの書き込みは参加者全員

が可能であり，コミュニティの最新情報もすべての参加者に知らされる．

4.3 日記機能

日記機能は，本学関係者による大学生活・施設の紹介，本学合格者の自己紹介，本学合格

者同士の雑談・相互理解などに使用する．一般の SNSでは，日記の公開範囲を日記作成者

が決めることができ，一部の人にしか見れないようにすることが可能である．また，マイフ

レンドになっている参加者の最新日記しか知らされない．しかし，コミュニティ機能と同じ

く 3.3節で述べたように本研究ではすべての情報を参加者全員に閲覧可能とするため，日記

の公開範囲は「全体公開」から変更することができないようにし，他参加者の最新日記もす

べての参加者に通知される．

4.4 メッセージ機能

本学合格者からの質問では，他参加者に見られたくない質問を行いたい場合も想定され

る．その場合には他の参加者に閲覧されず 1 体 1 で情報交換を行うメッセージ機能を用い

る．一般の SNSでは，全員がメッセージの送受信を使用可能だが，本研究の SNSでは本学

合格者間のトラブル防止のため本学合格者同士は使用できないようにする．

4.5 アンケート機能

一般の SNSでは，アンケートを用いない場合が多いが，本研究の SNSでは新入生歓迎会

で合格者の希望を汲み取るなど，アンケートを用いる場合が多いと想定されるためアンケー

ト機能を作成する．
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第 5章

SNS の概要

本研究では，オープンソースの SNSエンジンである OpenPNEを改良して情報学群合格

者用 SNSである「ちくとよってき」∗1を構築する．OpenPNEは，PHP，MySQLで実装さ

れており，Webサーバである Apache上で動作する [4]．

5.1 システムの構成

本研究で必要となる機能のうち，コミュニティ機能，メッセージ機能，日記機能は予め実

装されており，それらを PHP，MySQLから改良することにより実装した．アンケート機

能は OpenPNEで実装されていないため，PHPとMySQLを使い独自で実装を行った．ま

た，4.1節で述べたように，OpenPNEで予め実装されている機能のうち，マイフレンド機

能，紹介文機能，レビュー機能など本研究の目的とは異なる役割を果たす機能は改良・削除

した．

5.1.1 ホーム画面

本研究では，SNS のログイン画面で予め参加者に通達している account と password を

入力し，ログインを行う．ログイン後は，ホーム画面が表示される．ホーム画面では，参加

者の最新日記やコミュニティ最新書き込みが表示される．実際のホーム画面を図 5.1に示す．

∗1 URL(http://sns.info.kochi-tech.ac.jp/)
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5.1 システムの構成

図 5.1 ホーム画面

5.1.2 日記画面

日記は，参加者全員が書くことができ，書かれた日記は全体に公開される．また，自由に

コメントのやり取りをすることも可能である．実際の日記画面を図 5.2に示す．
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5.1 システムの構成

図 5.2 日記画面

5.1.3 コミュニティ画面

コミュニティでは，参加者同士で交流や意見交換を行うことができる．実際のコミュニ

ティ画面を図 5.3に示す．
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5.1 システムの構成

図 5.3 コミュニティ画面
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第 6章

運用する際の注意点

本研究の SNS は，高知工科大学情報学群の平成 21 年度推薦試験合格者に参加していた

だき，情報学群合格者用 SNS「ちくとよってき」を現在運用をしている．本章では，その運

用において「SNSを活発にする工夫」，「トラブル防止法」，「本研究の SNSの情報の正確性」

について述べる．

6.1 SNSを活発にする工夫

本研究の SNSを活発に利用してもらうために，

• 名前に所属を付属させる

• 日記作成方法

• コミュニティの種類

• 基本機能の使い方の作成

を行った．

6.1.1 名前に所属を付属させる

SNS内で表示される名前（ニックネーム）に自動で所属（合格者，教員，職員，大学生）

が付属されるようにシムテムの改良を行った．日記やコミュニティ書き込みが，どの所属に

属する人物が書いたのかを示すことにより，自分と相手の関係を明確にすることで交流しや

すくさせた．
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6.1 SNSを活発にする工夫

例（竹内雄人 [大学生]　　妻鳥貴彦 [教員]　　 Aさん [合格者]）

6.1.2 日記作成

本学大学生に，日記で大学生活紹介を書いてもらう際に，学年ごとにテーマを決めた．

テーマ関係なく自分の書きたいように書いてもらう事を第一としているが，どういった内容

を書きこめばいいかわからない大学生もいたため，テーマを作成した．テーマは以下の通り

である．

• 大学院生

就職活動について，TA(Teaching Assistant)について，進学理由

• 学部 4年生

卒業研究

• 学部 3年生

講義・テスト内容について，就職活動について，研究室の様子

6.1.3 コミュニティの種類

質問コミュニティでは，質問を種類別にわけ，合格者が質問を行いやすいようにした．ま

た，質問コミュニティや大学紹介コミュニティなど大学に関することだけでなく，雑談用コ

ミュニティを作成し，気軽に書き込みやすい環境を構築した．作成したコミュニティは，以

下の通りである．

• 質問コミュニティ

総合質問掲示板，学習に関しての質問，ドミトリー（寮）に関しての質問

サークルやアルバイトに関する質問　など

• 大学生活体験記

講義紹介掲示板，研究室紹介します，工科大お気に入りの場所

講義・テスト・勉強法，サークル活動　など
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6.1 SNSを活発にする工夫

• 雑談コミュニティ

お国自慢，こんな方言ありますよ，大学＆お気に入り風景，総合雑談掲示板

好きな音楽について話し合おう！　など

• 新入生歓迎会

詳細お知らせ，アイディア募集

• ちくとよってき総合コミュニティ

ちくとよってき最新情報，こんなコミュニティが欲しい，書き込み練習用掲示板

6.1.4 基本機能の使い方

本研究の SNSでは，SNSを使用したことが無い本学合格者がいることが想定されるため，

基本機能の使い方を作成した．作成したのは，「プロフィールと写真の変更」「日記を書く、

編集する」「日記を読む、コメントをする」「コミュニティ（掲示板）を見る、書き込む」の

4つのページである．「プロフィールと写真の変更」の一部を図 5.3に示す．
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6.2 トラブル防止

図 6.1 プロフィールと写真の変更

6.2 トラブル防止

トラブルを防止するために，本研究の SNS では，「利用規約」「プライバシーポリシー」

「トラブル対処法」を作成し，本研究の SNSにリンクさせている．
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6.3 本研究の SNSの情報の正確性

本研究の SNSに書き込みに対してのチェックとして，毎日 2回の定期チェック（0時，12

時）を行った．また，本学大学生にはトラブルになりそうな書き込みを発見した場合，即座

に管理人に連絡するよう事前に通達を行った．以上の書き込みに対するチェックから，「利用

規約」に反する書き込みを発見した場合には，書き込み者へ削除要請を行う．

6.3 本研究の SNSの情報の正確性

本研究の SNSでは，高知工科大学の情報において実際に高知工科大学で生活を送ってい

る本学関係者が書きこんでいるため，正確性が高いと言える．しかし，中には間違った情報

が書き込まれる可能性があるため，6.2節に書かれた毎日 2回の定期チェックでは，本学合

格者の書き込みだけでなく本学関係者の書き込みもチェックを行っている．そこで正確性が

疑わしい情報においては教員などよく詳しい情報を持つと思われる人物に問い合わせをし，

修正・削除あるいはより正しい情報の書き込みを行う．

また，今現在の状況と，本学合格者が入学して数年後の状況が変更する場合がある．例え

ば，情報システム工学科（本年 4月より情報学群）で習うプログラミング言語は年によって

変更される場合がある．そのような場合は，入学後は変更になる場合があるということを書

き込むようにする．
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第 7章

評価

本研究の SNSは，現在実運用を行っている．本章では，3月 4日までの運用データを分

析することにより評価を行った．

7.1 評価目的と評価環境

評価の目的は，不安や疑問を取り除くために必要な環境作りができたかを調査する．これ

により，本研究の SNSが本学合格者の不安解消に繋がったかを確認する．

評価対象者とその人数は，以下の通りである．

• 本学合格者

高知工科大学情報学群の平成 21年度推薦試験合格者　 83名

• 本学教職員

現在高知工科大学工学部情報システム工学科に所属する教員　 16名

現在高知工科大学に所属する教員　 6名

• 本学大学生

現在高知工科大学工学部情報システム工学科に所属する 3年生以上　 26名

評価期間は 1月 24日～3月 4日の 40日間である．

7.2 評価項目

評価項目は，以下の通りである．
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7.3 利用状況の分析

• 利用状況の分析

参加者の利用人数や書き込み件数から利用の傾向を評価する

• 大学関係者への質問

本件研究に寄せられた質問と，事務局に寄せられた質問の比較を行い，質問の傾向から

本研究への質問の行いやすさを評価する

• 大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応

大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応を調査し，本学合格者にとって大学生

活を知る手助けとなったのかを評価する

• 合格者同士での意見交換の状態

合格者同士での意見交換を調べ，コミュニケーションの活発さを評価する

7.3 利用状況の分析

7.3.1 利用状況

本研究の SNSの利用人数は以下の表の通りである．

表 7.1 利用人数

招待人数 ログイン人数 一日平均ログイン人数

本学合格者 83名 38名 13名

本学関係者 48名 37名 16名

また，本研究の SNSの利用状況は以下の表の通りである．

表 7.2 利用状況

日記作成 日記コメント コミュニティ書き込み 質問数

本学合格者 135件 363件 90件 31件

本学関係者 143件 941件 284件 ―
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7.4 大学関係者への質問

7.3.2 利用状況の考察

合格者の利用状況において，日記作成件数よりも他参加者への日記コメントの件数が多い

事がわかる．これにより，同じ合格者の日記や大学生の大学体験に興味を持っていると考え

られる．また，コミュニティでは本学合格者による質問以外の書き込みも多く見られ，お互

いを知るきっかけとなったと考えられる．

7.4 大学関係者への質問

7.4.1 本研究の SNSへ寄せられた質問

本研究の SNSへの本学合格者からの質問は，コミュニティへ合計 31件寄せられた．具体

的には以下のような質問が寄せられた．

• 学習に関すること　 13件

パソコン初心者でも大丈夫か，大学で習うプログラミング言語について

大学（情報学群）でよく使う数学の分野は など　

• 寮生活に関すること　 9件

寮生の普段の食事について，飲料水について　など

• 生活に関すること　 5件

アルバイトについて　など

• サークルに関すること　 5件

7.4.2 事務局に寄せられた質問

事務局へメールで寄せられた質問は，1月 1日～2月 12日の 43日間で 65件である．具

体的には以下のような質問が寄せられた．

• 入試に関すること　 41件
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7.4 大学関係者への質問

複数出願について，合否判定について　など　

• 公立大学法人化に関すること　 8件

授業料について　など

• 学習に関すること　 8件

大学院進学率について，入学までの学習について，就職について　など

• 寮生活に関すること　 3件

入寮日について，入寮申込み期間について

• 生活に関すること　 5件

通学方法について，服装についての学則について　など

7.4.3 本研究の SNSへの質問と事務局への質問の比較

ここでは，期間・質問者・質問総数の比較と，入試関連に関する質問・大学生活に関する

質問の比較を行う．

表 7.3 期間・質問者・質問総数の比較

期間 質問者 質問総数

本研究の SNSへの質問 40日間 情報学群合格者 83名 31件

事務局への質問 43日間 全学科，受験者・合格者問わず 65件

表 7.4 入試関連に関する質問の比較

入試関連 公立化関連 総数

本研究の SNSへの質問 0件 0件 0件

事務局への質問 41件 8件 49件
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7.4 大学関係者への質問

表 7.5 大学生活に関する質問の比較

学習関連 寮関連 生活関連 サークル関連 総数

本研究の SNSへの質問 13件 9件 5件 5件 31件

事務局への質問 8件 3件 5件 0件 16件

入試関連に関する質問が，本研究の SNS へ質問 0 件に対して，事務局への質問は 41 件

に行われている．本研究の SNSは本学合格者を対象としているため，入試関連の質問 0件

は当然であるが，事務局への質問は約 1日 1件と非常に多く質問が寄せられている．この質

問には，保護者からの質問も多いことが予想される．つまり，保護者の方々も不安や疑問を

持っており，今後の SNSへの対象者に保護者も含むことも重要と考えられる．

また，学習に関する質問と寮生活に関する質問において，入学前に関する質問・入学後に

関する質問・卒業後に関する質問での比較を行う．

表 7.6 学習に関する質問

入学前に関する質問 入学後に関する質問 卒業後に関する質問

本研究の SNSへの質問 1件 11件 1件

事務局への質問 2件 3件 2件

表 7.7 寮生活に関する質問

入学前に関する質問 入学後に関する質問 卒業後に関する質問

本研究の SNSへの質問 1件 8件 0件

事務局への質問 3件 0件 0件

学習に関する質問と寮生活に関する質問に関して，本研究の SNSへの質問は，事務局へ

の質問に比べて入学後に関する質問が多く寄せられている．このことから，本研究の SNS
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7.5 大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応

は実際に生活を送っている大学関係者に対して大学入学後の生活に関する質問を行いやすい

と考えられる．

7.5 大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応

7.5.1 合格者の反応

今回は，本学大学生が書いた日記の一部とそれに対する本学合格者の反応を抜粋する．日

記の内容は，高知工科大学情報システム工学科のテストの概要を紹介したものである．実際

に本研究の SNS に書き込まれた日記とその日記へのコメントを，それぞれ図 7.1 と図 7.2

に示す．
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7.5 大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応

図 7.1 本学大学生による日記
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7.5 大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応

図 7.2 本学合格者による日記コメント

7.5.2 大学関係者の大学生活体験に対する合格者の反応の考察

本学大学生によるテストの概要紹介に合格者（Ａ，Ｂ，Ｃさん）から「勉強面での不安が

少し晴れました」などの反応が見られた．この他にも，大学の風景紹介などに合格者の反応

が見られ，高知工科大学での大学生活を知る手助けとなったのではないかと考えられる．
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7.6 合格者同士での意見交換の状態

7.6 合格者同士での意見交換の状態

7.6.1 合格者同士の交流

今回は，合格者同士の日記コメントでの交流の一部を抜粋する．実際に本研究の SNSに

日記での交流を図 7.3と図 7.4に示す．今回の例では，５名の合格者（Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ

さん）が意見交換を行っている．

図 7.3 合格者同士の交流 1
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7.6 合格者同士での意見交換の状態

図 7.4 合格者同士の交流 2

7.6.2 合格者同士での意見交換の状態の考察

合格者同士で，入学後に新入生の知識を持ち合い自作で PCを作ろうという意見交換が見

られた．この他にも，趣味の話や高等学校卒業試験の話などで意見を交換する場面が見ら

れ，本研究の SNS内でのコミュニケーションが入学後のコミュニケーションへと発展する
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7.7 評価のまとめ

ことが期待できる．

7.7 評価のまとめ

不安や疑問を解消ために必要な環境が構築できたと考えられる．特に大学関係者への質問

より，本研究の SNSは実際に生活を送っている大学関係者に対して大学入学後の生活に関

する質問を行いやすいことが確認され，入学前のためメールや電話では質問を行いずらいと

考えられる高校生が，気軽に大学生活を知ることができたと考えられる．

しかし，不安や疑問が解消されたことが入学後にどう影響するかや，本研究の SNS内で

のコミュニケーションが入学後のコミュニケーションへと発展するかどうかは入学前の現時

点ではまだ確認することができない．そこで，入学後に新入生に対してアンケートなどの追

跡調査を行う予定である．
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第 8章

おわりに

本研究では，高校生には大学生活への不安や疑問を抱えていることに着目し，不安や疑問

を解消するために必要な環境を構築した．不安や疑問を解消ために必要な環境作りのために，

誰が書き込んだかを知ることができることから，正しい情報交換をすることができる SNS

を用いたシステムを構築した．実装は，オープンソースの SNS エンジンである OpenPNE

を改良した．評価より，大学生生活に関する質問や高校生同士の交流が見られ，不安や疑問

を解消ために必要な環境が構築できたという結果が得られた．

今後の展開として，4月以降に新入生に対してアンケートを行う予定である．また，セン

ター試験合格者と一般入試の合格者も本研究の SNSに招待し，今後も運用を続ける予定で

ある．また，4月以降のアンケートなどから本研究の SNSが高校生の不安や疑問の解消に

有効と認められれば，来年度以降は大学全体や保護者なども招待し運用を検討する．
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